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会長就任あいさつ
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1.は じ め に

この度, はからずも会員の皆様の御推挙によ

り, 輝かしい伝統と業績を誇る本学会の会長に

就任することとなりました. 蔵に身に余る光栄

であります.情報社会とよばれる時代 にあ っ

て, 本学会の社会的責務はますますその重さを

増しつつあります. 浅学非才の身ではあります

が, 会員の皆様の御支援と御叱正により,本学

会の発展のため, 全力を尽くす所存であります

ので,何とぞよろしくお願い申し上げます.

かえりみますと,本学会は大正6年, 電惜電

話学会として発足して以来, 電気通信学会 ･電

子通信学会 ･電子情報通信学会と, 名称の変更

にも現れておりますように, その包含する分野

も充実 ･発展の一途をたどって参 りました.

今日我が国の電子 ･情報 ･通信の分野におけ

る学術研究 ･技術開発およびその成果 の社会的

普及の水準は世界的にも一流 に位するものとの

評価を得ているばかりでなく, 国際的にもその

貢献が広く認められております. このような輝

かしい業績は, 歴代の会長 ･役員をはじめ,過

去から現在に至る全会員 の御研鐙の成果の集積

によるものでありまして, 心からの敬表を捧げ

る次第であります. また会員数3万名を超え,

拡大する分野で複雑多岐にわたる学会活動 を円

滑に運営し, 本学会の発展に不断の御努力をな

されている事務局職員の皆様にも, この席を借

りて厚 く感謝申し上げます.

さて, 本学会の活動の最も大きな応用分野で
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ある電気通信サービスについて近年の情勢を概

観して見ますと, 研究開発の急速な進展による

新機能の実現と各種装置類の大幅 な価格性能比

の向上, およびこれにより可能となった高度 ･

多様な電気通信サービスに対する社会 のニーズ

の急激な増大が大きな特色といえましょう. こ

れは電気通信事業および関連する製造事業に大

きな発展をもたらすと同時に, 電気通信サービ

スの社会的供給体制に大きな改革 を必要とする

情況となりました.

すなわち, サービスに対するニーズの多様化

は, その供給源が単一独占形であるよりは,複

数競争形であることが当然望ましく, 大多数の

国で採られている国営独占の供給体制は, 主と

して先進国から民営化 ･溌争導入 ･非規制化の

線に沿って大きな改革 が始まったわけでありま

す.既に御承知のように1984年のAT&T の

分割,BTの民営化,1985年4月の日本電信電

話公社の民営化と競争導入がこれに当り, 欧州

大陸の先進諸国にも高度サービスを中心にその

胎動が感じられ始めております.

このように電気通信事業 の社会的体制に大き

な改革をもたらしたニーズの高度 ･多様化は,

サービスを供給する基本的設備である通信網に

も大きな改革を必要としております. その典型

は多様なサービスを統合 して取扱えるディジタ

ルネットワーク,すなわち IntegratedServices

DigitalNetwork(ISDN)の出現であります.

ISDN は今年 4月から我が国で商用サービス
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が開始されましたが, 他の先進諸国においても

今明年のうちに続々 と実用化の時代に入る段階

となりました. この記念すべき年に当り,電気

通信サービスに対するニーズの高度 ･多様化と,

今後 の電気通信網のあるべき姿について若干私

見を述べさせて頂きたいと思います.

2.ISDNの実用化

今 日の情報社会は, 産業活動と情報活動の相

互補完のもとに発展してきたと考 えられます.

特に,1960年代後半以降のデータ通信等,非電

話系情報メディアの出現は, これらの関係を一

層密接不可分なものとし, 企業による情報活動

の急速な進展に伴い, 社会の電気通信サービス

-のニーズは一層多様化, 高度化-の速度を早

めつつあります.

今春 NTTが,INSネットサービス (ISDN

を用いたサービスの NTTの商標名)を開始 し

たことは,総合サービスディジタル網 (ISDN)

がこのような流れの中で今後の社会のニーズを

担 うインフラストラクチャ として実現したとい

うことであり, まことに意義深いことであると

考えております.ISDN は,御存知のように,

長年にわたって続けられてきた国際電信電話諮

問委員会 (CCITT)における標準化活動の成果

であります.ISDN が国際的に標準化されたこ

とにより, 電話, データ,画像等 の各種情報

が, 国際的に統一されたインタフェースで通信

可能なマルチメディアネットワークの構築 が可

能となりました. ユーザにとっては,単一のア

クセス回線で, 国内はもとより,国際的にも同

じ手段 で多様化 ･高度化 したマルチメディアサ

ービスが受けられるようになることを意味し,

正にグローバルな情報社会 の形成を支える新 し

い情報メディアの出現といえるでしょう.

日本におけるINSネットサービスは,国内標

準化機構である電信電話技術委員会 (TTC)に

おいて,CCITT勧告に基づいて制 定 され た

TTC標準に準拠 しています. 従って, サービ

ス内容も, CCITT の標準化状況に合せて2段

階にわけて提供することとしています. まず,
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本年からは,64kbit/Sの回線交換サービスとし

ていわゆる 2‡i+Dのベーシックインタフェー

スをサポー トし, 来年度 か ら,23B+D等の

1.5Mbit/S1次群多重インタフェースを加える

と共に, パケット交換や高速系 (H系)サービ

ス等フルスペックのサービスが可能となる予定

であります.

INSネットサービスのBチャネルは,通常の

電話サービスとして用いる ｢音声サービス｣ の

ほか,64kbit/Sを情報形式に関係なく自由に使

用 で き る ｢非制限 64kbit/S回線交換 サ ー ビ

ス｣, すなわちマルチメディア の通信モー ドに

使用することができます. また,従来の電話網

と同様の ｢ダイヤルイン機能｣ のほか ｢発信者

番号通知機能｣｢料金情報通知機能｣等の豊富な

付加サービスを有 しています.

このような, マルチメディアのネットワーク

は, 高度情報社会に対応する我が国の情報通信

インフラストラクチャとして, その早期な全国

拡大が望まれるところです.

サービスエリアの拡大については, サービス

開始当初の東京, 大阪,名古屋を本年中に政令

指定都市まで拡大 し, 明年のサービス内容の充

実以後はユーザニーズに即応できるよう全国的

に速やかに拡大していく予定であります.

INSネットサービスを用いた通信の新 しい応

用範囲は極めて広く, 今後各種の端末機器の開

発につれてさまざまなアプリケーションが現れ

るものと期待されています.

例えば, 一本の回線で複数チャネルの利用が

可能なことから,電話 とファクシミリ, あるい

は電話とフロッピーディスク等 のデータ伝送と

いったマルチメディア通信 も増えることでしょ

う.そのほか,64kbit/S高速ディジタル伝送を

可能とする G Ⅳ ファクシミリの標準化が既に

終了しており, 近 く大量に使用されるものと推

定されています.

一方, 近年のディジタ/レコ-ディック技術の

進展は目覚ましいものがあり,64kbit/Sを用い

た簡易な動画による映像通信もテレビ会議 や遠

隔集中監視システム等幅広い応用 が予定されて
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います.

次に国際的なISDN実用化の動向について見

てみますと, ヨーロッパ諸国では,着実なディ

ジタル化計画が進行しており, 本年は,その商

用サービスが相次いで行われる予定です. フラ

ンスでは, 既に昨年 12月から北部で小規模な

サービスを開始していますが, 本年 9月にはパ

リにも拡大する計画です. イギリスでは,1985

年に開始した IDA パイロット試験を, 本年度

後半に, 標準のⅠインタフェースに更改してサ

ービス開始予定です. また,西 ドイツでは,今

秋より, ハンブルグ等8大都市での商用化を計

画していますし, イタリア,スイスも本年中に

サービス開始予定です. このほか, スウェーデ

ン,ベルギー, スペインも 1990年からの商用

化に向けて準備中です.

米国では,AT&T が,本年より18大都市

で, プライマリインタフェースによるサービス

開始を公表しました. 当面は,AT&T交換機

-の直接収容が中心ですが, 現在各地域電話会

社と接続調整を行っています.

一方, 七つの地域電話会社各社も,サービス

地域内のニーズを対象に積極的にパイロット試

験を行っています. アメリテックのイリノイベ

ル電話会社は,1986年に開始したマクドナル ド

社の試験を拡大し,ISDN 料金を適用したサー

ビスを本年8月から開始する予定です.

このように, 欧米各国のサービス開始は本年

から来年にかけてピークとなり, その延長とし

て,ISDN による国際通信の開始が期待される

ところであります.

3.電気通信サービスのニーズ動向

近年電気通信サービスに対するニーズの動向

として顧著なことは, その多様化-の要求が極

めて強いことです.

ニーズの多様化は二つのカテゴリーに分類す

ることができましょう.

第-は,情報の表現形式の多様化です. 電話

を例にとるならば, 伝送される情報の表現形式

は音声です. しかし,ニーズの多様化の結果と

して,符号, 文字,図形,静止画,動画等の情

報表現形式による多様 な通信手段が要求される

ようになりました.

例として, データ通信回線とファクシミリ端

末の昭和 50年代 10年間の伸びを見てみます

と,年間平均伸び率は,データ通信で20%,フ

ァクシミリに至っては 50% という高さを示し

ています. このほか,静止画を用いるビデオテ

ックス, 動画のテレビ会議通信も最近延び始め

てきています. このようなニーズの多様化を情

報表現形式 (InformationMode)の多様化と私

は呼ぶことにしております.

もう一つのカテゴリーは, 通信の流通形式と

いう観点です. 電話は人対人の1対1の会話形

の通信形式です. この通信の流通形式も,1対

1のほか,1対 nやm 対 nの要求 が発生し,

また会話形のほかにボイスメール, テキス トメ

ールなどの記録形の通話方式 が現れています.

更に単に接続しただけでは通信の不可能な, プ

ロトコルやメディアの異なる方式や端末間の通

信を可能とするプロトコル変換や, メディア変

換の機能を備えた通信 の流通形式にも強いニー

ズが発生しています. このような多様化は通信

流通形式 (CommunicationMode)の多様化と

してとらえることができましょう.

次に, 実際の社会活動における電気通信ニー

ズの多様化が, どのような形で現れてきている

のか考察したいと思います.

まず, 高度多様な通信の主な要求元である企

業は,高度成長による事業規模の拡大と, これ

に続 くオイルショック以降の世界的不況等から

競争激化に耐えるため, 事務 ･生産活動の合理

化および情報流通による事業や顧客のグループ

化を強力に進めております.

自社内外に発生する情報を, 自社内のみなら

ず関連する他社や顧客との間で, いかに敏速 ･

適切に処理 ･伝達 して利用し得るかが企業の生

命を左右する時代となってきました.

このため, マルチメディアの高度なカスタム

化されたオンラインのプライベートネットワー

ク作 りが, -社内ではもちろん,企業間や顧客
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までを含めて急速に展開しております.

その一例は, 大量の資金を投 じて構築が進み

つつある銀行 のいわゆる第3次オンラインシス

ムに見ることができます. これらのシステムは

最′トコストで, それぞれに最適にカスタム化さ

れた綱構成を要求 します. 全国の支店を結ぶの

にも, トラヒックに応 じて専用線, 公衆網を選

択できることはもちろん, 更には,昼夜の トラ

ヒックに応 じて専用線や公衆網 の構成をフレキ

シブルに選択 ･変更できることも必要となりま

す. 従って公衆網のサービスも,従来のような

単純 な仕様では満足できなくなってきているの

が現状であり, 電話番号の自由設定とか,課金

先の変更や使用量に応 じた割引料金等, 番号

や, 課金システムの柔軟化 もその一 つ で し ょ

ラ. いずれも,顧客のニーズに合せたサービス

のカスタム化が, 今後の柱の一つといえるでし

ょう.

電気通信に対するニーズの中で近年著 しくク

ローズアップされてきているものの中に信頼性

があります. ネットワークが企業活動に高度に

採 り入れられてきたために, 通信の信頼度が,

場合によっては企業 の存続に影響するという事

態さえ起きるようになってきました. また,情

報流通に伴 うセキュリティの確保 も極めて重要

となっています. このようなセキュリティを含

めた信頼性に対するニーズは, 今後ますますシ

ビアになってくるものと考えられ, 経済性 と信

頼性のバランスにもバラエティのあるサービス

提供が要求されています.

最後に, 通信ニーズの国際化について指摘し

たいと思います. 日本企業の海外進出は,円高

による工場の海外立地を含め, 急速に進展 して

います. また,国際的な金融活動の自由化等に

より, 世界の金融活動は全体 として事業量の増

大 と質の多様化が進展 していますが, 特に最近

東京は金融 ･証券の世界的センターとしての比

重が劇的に増大し,24時間フル運転の高度な国

際通信ニーズが急増 しています. プライベー ト

ネットワーク ･公衆網ともに国際的ニーズの高

度多様化に対する対処 が強く要求される時代と
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なったわけです.

4.ニーズの多様化,高度化への対処

次に, これまで述べてまいりました電気通信

に対するニーズの多様化, 高度化にこたえて行

くためには, 今後どのようなネットワークの展

開 を指向して行 くべきか考察してみたいと思い

ます.

(1) インフォメーションモー ドの多様化-

の対処

先ほど述べましたインフォメーションモー ド

の多様化に対 しては, 当然,端末の多様化が必

要です. しかし,これだけでは不十分で,通信

網として従来のように MODEM使用でアナロ

グ電話網を流用するのでは, 性能面の限界 と料

金面で需要者の満足は得 られません. また,個

々のインフォメーションモー ドに対 し個別 の通

信網で対応する方法は, 事業者にとっては過重

投資, 需要者にとってはマルチメディアとして

のフレキシビリティの欠除等から, 過渡的手段

としては別 として, 恒久的な方策としては不満

足なものといわざるをえません. そこでインフ

ォメーションモー ドの多様化に対する恒久的な

方策として世界的に採 り上げられたのが, 端末

と通信網 のディジタル化 に よ るサービスの統

令, いわゆる ISDN であります. 現段階では

64kbit/sx2+16kbit/Sの,いわゆる狭帯域サー

ビスの統合 というISDN の第一歩を踏み出した

ところでありますが, 今後は,超高速データ伝

送やノ､イビジョンなどの高精細動画像 を含む高

速広帯域系サービスまでの統合 が期待されてお

り,CCITTの次期会期 (1988-1992)において

も重点的 に審議される予定となっております.

(2) コミュニケーションモー ドの多様化-

の対処

一方,コミュニケーションモ ー ド, すなわ

ち,情報流通形態の多様化に対処するには, 各

種メールサービスに必要 な情報の蓄積 ･配送機

鰭 (ストアアンドフォーワー ド機能),同報通信

や会議通信 を可能 とす る分配 ･多点間接続機

鰭, 異機種 ･異メディア相互間の接続を可能と
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するプロトコル変換や メディア変換機能などの

高度な通信処理の具備を必要とします. このた

めの通信処理機能は, 一般的に端末に付加する

方法と通信網 の中に通信処理ノー ドとデータベ

ースを配備する方法があります. いずれを採る

かは経済性 と利便性によりますが, 将来を展望

したとき, ますます高度多様化するニーズに対

処するには後者がより重要 な方法となりましょ

ラ.将来の通信網の目指す姿は, 多様なインフ

ォメーションモー ドに共用される全ディジタル

化通信網,すなわちISDNに,多様なコミュニ

ケーションモー ドを提供 し得る高度な通信 ･情

報処理機能 を加えてインテリジェント化された

システムとしてとらえられると思われます.

(3) 企業ニーズ-の対処

現時点では, 高度多様な通信需要は大部分が

企業から発生しております. これは,先に述べ

ましたように, 情報の活用が企業の競争力を決

定的に左右する要因となって きたからでありま

す.このニーズに対しては, 現在のところ,高

速ディジタル専用線とディジタル PBX による

カスタムメー ドのマルチメディアプライベー ト

網,あるいは, 各企業の有する個々のローカ/レ

エリアネットワークという形で対処されていま

す. しかし, コミュニケーションモー ドの多様

化や専用線の使用に至 らない トラヒックの事業

所間のマルチメディアとしては, 現状ではまだ

十分 ･不適切な通信システムであります. 今後

は更に大小を問わずあらゆる企業のニーズに,

そして,先に述べました, ユーザによるネット

ワーク利用のカスタム化の要望や ネットワーク

の信頼性-の要望 にもきめ細かくこたえて行か

なければなりません.

このように考えて き ます と, 今必要なこと

は, さまざまなニーズにこたえる次世代の通信

網の構想を明らかにすることであります. 言い

かえれば, 公衆通信網とプライベー ト網の通信

技術を融合 し, 更に知識処理やデータベース等

の情報処理技術を総合 して, 高度にインテリジ

ェント化 された通信網 のアーキテクチャを確立

することであります.

5.次期通信網について

次期通信網の構築に当っては, ニーズの多様

化 ･高度化 を十分考慮していく必要 が あ りま

す. 具体的には,①サービスの多様化 ･高機能

化-の即応, ⑨通信網のユーザカスタム制御の

実現,⑨高速 ･広帯域-の迅速な展開, ④高度

な網管理と制御による信頼性向上, ⑤綱オペレ

ーションの効率化等が重要 な課題になります.

このためには, 網の基本構造すなわちアーキ

テクチャの統一性 とその明確化 が必要になりま

す. 具体的には,①サービスの体系化,②網の

機能階層化構成,⑨ユーザと網の間, ノー ド相

互間, 通信業者間等の接続インタフェースの明

確化が重要です.

このような基本条件のもとで次期通信網 の基

本構成, つまり,ネットワークアーキテクチャ

を考えてみますと, 一案として次のようなレイ

ヤ構成が考えられます. すなわち,通信網を,

情報転送を担 うトランスペアレントな伝達 レイ

ヤと, そのノー ドを制御 して多様な通信流通形

式 とフレキシブルなネットワーク利用を実現す

る高機能 レイヤに分離 した構造 としてとらえ,

高機能レイヤの内部は機能別にノ､- ドウェア ･

ソフトウェアがブロック化された構造とするこ

とが, 時間を共に高度化するニーズに敏速に対

応するうえで必要と考えております.

次 にディジタルノ､イアラーキをめぐる最近の

世界の動向について考察してみます.

ISDNの基本サービスビットレイ トである64

kbit/Sという速度については, 電話の符号化速

度が早 くから統一されていたこともあり, 世界

各国完全に一本化されております. しかし,そ

れ以上 の速度群 (ディジタルノ､イアラーキ)に

ついては世界統一ができておらず, 異なるノ､イ

アラーキの間ではチャネルの伝送効率が悪 くな

ったり,最悪の場合, 望みのチャネルが伝送で

きないといった場合も生じておりました. この

ため,高速 ISDNを指向して高次群ビットレイ

トの同期化 を行 うことを契機に,CCITT にお

いて, 国際接続を行 う場合のインタフェースの
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標準化について精力的に作業 が進められてまい

りました. その結果,各国の専門家の協力を得

て,最近ようやく 156Mbit/Sを基本とす る世

界統一 のネットワークノー ドインタフ ェー ス

(NNI)がほぼ実質的に合意されるに至 りま し

た.また,高速 ･広帯域 ISDNにおけるユーザ

･網インタフェース (UNI)についても,NNI

の実質的合意をもとに, 国際標準化の議論が進

んでいます. 次期通信網の伝達 レイヤは,これ

らの NNI,UNIをベースとして構築していく

ことが,前提条件になると考えております.

高速 ･広帯域 ISDN の構築に際しては,従来

の回線交換モー ドでは, 融通性に乏しく,また

パケット交換はフロー制御 ･誤 り制御など通信

中も関与する複雑なソフトウェア処理 が必要な

ため数 Mbit/S以上 の高速化は困難であるとい

う問題があります. このため,両者の特長を合

せ持っ情報転送モー ドとしてATM (Asynchro-

nousTransferMode)が提唱 され,世界中で

研究が活発化 してまいりました.ATM は,情

報流をセ/レとよばれる-ツダ付きの固定長ブロ

ックに入れて伝進 し, 中のラベルによりチャネ

ルの識別を行っております. そのため,あらゆ

る情報を一元的に高速伝送することができ, 吹

期通信網の伝達 レイヤを構成する基本技術とし

て注目されております.

6.国際棲準化への協力と貢献

先に述べましたように, 日本にとって高度な

通信サービスの国際化 は緊急かつ重要な課題と

なっております. これは相手の国にとっても,

同様であります. 産業,金融等あらゆる面でグ

ローバル化が進展しつつある今日, 通信 ･情報

分野のグローバル化はますます重要 になってお

ります.

通信 の分野については ITU とその前身によ

り,100年以上前から国際標準化 の努力が行わ

れてきました. 通信は相互に接続されることが

生命であることから, このような進展は必然の

方向であったと思います. しかし,通信サービ

スの高度化 ･多様化のニーズが極めて強く, 普
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た技術の発展が著しいことから, ともすると国

別にバラバラになりやすい要因が増大 している

状況にあります. 現に,電話やテレックスは互

いに他国に行っても使い方 に迷 うことはほとん

どないわけですが, 他の新 しいサービスについ

ては, 必ずしもそうはいかないことを経験され

た方も多いのではないでしょうか.

一方, スタンドアローンの用途からスター ト

したコンピュータは, メーカ間の開発競争もあ

って標準化とは程遠い状態で, これと通信の結

合 したオンラインシステムの相互接続には多大

の不便 と経費 を必要としております. ISO (国

際標準化機構) は 1977年からコンピュータの

通信プロトコルを7層 に体系化 した汎用のコン

ピュータネットワークアーキテクチャ, いわゆ

る OSI(開放型システム間相互接続)の開発を

始めておりますが, その普及にも一層の努力が

必要です.

単に通信網のみならず, オンラインシステム

を含めた情報通信システム全体 の世界的な相互

接続利用を安易とすることは, 全世界にとって

最重要の課題 となって お ります. この た め

CCITT･CCIR･ISO･IEC (国際電気標準会議)

等での標準化活動-の積極的 な貢献 と協力がま

すます重要性を増 しております.

当学会の会員 の中でも多くの方がこれまでも

これらの各機関で主要活動メンバーとして御活

躍されております. 情報流通のグローバル化を

一層進めるため, 今後更に国際標準化-の協力

をお願いしたいと思います.

以上, 通話網の現状 と今後の展開について思

いつくままに話をさせて頂きました. 社会,経

済活動の基盤 となる全世界的 な高機能通信網の

構築は,人類にとって壮大な計画であり, その

実現には,多 くの研究者, 技術者の絶えざる努

力とチャレンジが不可欠であります. このよう

な点で,当学会の責務は非常に重 く,また多くの

期待がかかっていると思います. 微力ではあり

ますが皆様 と共に学会の発展に貢献すべく,全

力を尽 くさせて頂 く所存でありますので, 会員

の皆様の御支援,御協力をお願い申し上げます.


